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田中健一准教授に聞くインタビュー

幼い頃から、自然の中で遊ぶことが好きで、探究心が旺盛だったという田中さん。
ただ、幼い頃は、研究者になろうとは夢にも思わなかった。運命を変えたのは、管
理工学の研究分野との出会いだった。社会の複雑な事象についてモデルを構築して
課題解決を目指すアプローチは、現実問題への具体的提案を行う工学的迫力と、自
然現象をシンプルな法則で記述する物理学にも通じる理学的な面白さを兼ね備えた
魅力があるという。

─どんな幼少期を過ごされたのですか？

　東京都武蔵野市の出身で、自宅から数キロの範囲に、野川公

園や小金井公園、井の頭公園などがありました。また、父が、

休日や夏休みに車で山梨県や長野県など自然豊かな場所へ連れ

ていってくれたこともあり、屋外で遊ぶのが好きでした。よく

友達と昆虫採集をしていました。なかでもクワガタが好きでし

た。天体や星座にも興味があって、宇宙の果てがどうなってい

るのかを考えて、眠れなくなったこともあります（笑）。とい

うわけで、小中学校を通じて自然科学に興味を持っていた子ど

もでした。

　一方、幼い頃からピアノを習っていました。中学時代には、

音楽学校への進学を目指して、音大の先生に師事していたこと

もあります。ただ、いろいろと迷った結果、ピアノは途中で辞

めてしまいました。残念ながら、いまはピアノから遠ざかって

いますが、いつか趣味として再開したいと思っています。

　そうしたわけで、高校は地元の都立高校に進学しました。数

学の面白さに目覚めたのは、この頃です。とくに曲線に囲まれ

た領域の面積が積分という操作で求められることを知ったとき

は、本当に驚きました。数学を魅力的な学問だと感じた瞬間で

す。いまから振り返ると、自然科学や数学の面白さを知覚する

感性はもっていたのだと思います。だからといってこれらの成

績が良かった訳ではありませんでしたが（笑）。

─それで大学は、生物系ではなく、理工系へ進まれたのです

か？

　そうですね。慶應義塾大学理工学部は、大学２年生のときか

ら学科に所属するシステムになっているのですが、管理工学科

へ進んだのは、人間や都市、社会などの多様な領域をカバーし

ていてなんとなく面白そうだと思ったからです。実際の講義が

はじまると、社会の課題や人間の行動といった、複雑でやわら

かい対象を数学的に表現し、背後にある構造を明らかにすると

いうアプローチに面白さを感じました。当時は物理に興味が

あって、シンプルな法則で世界を記述できるところに魅力を感

じていましたが、実社会の問題にも同じようなアプローチが可

能なのだと、授業を受けてみてはじめて実感した部分が大きく、

運が良かったと思います。

　

─管理工学科に進んだ時点で研究者を目指そうと思われたの

ですか？

　いいえ、自分が研究者になるなんて、当時は、夢にも思って

いませんでした。大学３年生までは、とくに学業に熱中すると

いう感じでもなく、塾の講師のアルバイトをしたり、バスケッ

トやバドミントン、さらにはアウトドアサークルに入ったりし

て、学生生活を楽しんでいました。

　学問の面白さに目覚めたのは、大学４年生のときに、都市空

間の数理的分析を手がけてこられた栗田治先生（現管理工学科

教授）の研究室に所属してからです。栗田先生の話を伺って、

知識の幅広さと社会のさまざまな問題を数理モデルを用いて分

析していく力強さに圧倒され、先生の下で研究したいと強く思

いました。都市や地域のように空間的な構造をもった対象に、

数理的に迫っていくという先生の研究スタイルは、現在の私の

研究に大きな影響を与えています。

　ただ、研究生活自体は大変な側面もありました。研究室のポ

リシーとして、学生が自らテーマを見つけるプロセス自体に重

点を置いているためです。当時はまだ研究の入り口に立ったば

かりでしたから、非常に苦労しました。試行錯誤の末、苦労し

てテーマを設定し、ゼロからモデルをつくったという経験が、

いまの自分の研究者としての原点です。振り返ると懐かしいで

すね。

　それから、現実のどのような構造に着目するかは人それぞれ
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ですから、モデリングという行為には、主観が入るんですね。

よくモデリングはアート＆サイエンスと言われます。モデルを

つくる人の世界観が反映された作品性を備えているところに面

白みがある。特に人間や社会の問題は、物理学の世界のように

厳密な法則に支配されているわけではないので、複数の異なる

モデルが共存しても良い。そんなところにも、研究の魅力を感

じました。　

　修士のときに、就職するかどうか迷った時期もありましたが、

結局、もっと研究を続けたいと思うようになり、博士課程へ進

学し、栗田先生に引き続きご指導いただきました。

─卒業後はどのような経験を積まれたのですか？

　2005 年３月に博士課程を修了して、運良く、４月から東京

理科大学に助手として採用されました。さらに、2008 年 10

月に電気通信大学へ異動しました。現在の研究の核となる仕事

に取り組んだのはこの時期です。このときの研究や研究に対す

る新しい着想が、いまの自分の大きな財産になっています。

　電気通信大学で５年半ほど教育・研究に携わった後、2014

年に慶應義塾大学に戻ってきました。

─現在、研究室の体制は？

　３年目ということもあり、現在は修士課程 1年生が２名、

学部生が５名という比較的少人数の研究室です。興味あるテー

マに主体的に取り組むことを重視しているため、学生の研究

テーマもスポーツチームのランク付けの問題から都市景観の数

理的分析まで、実に多岐にわたっています。社会のさまざまな

課題に数理モデルをつくって切り込んでいくことに、皆、面白

さを感じてくれているようです。

─休日はどのように過ごされていますか？

　小学２年生の息子ともうすぐ２歳になる娘と妻の４人暮らし

で、家族で水族館や博物館に行ったり、旅行をしたりすること

さらに詳しい内容は
http://www.st.keio.ac.jp/kyurizukai
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が、いい気分転換になっています。家族からパワーをもらうこ

とが多いですね。

　とくに妻は、よき相談相手です。新しい研究テーマについて

話をすると、あれこれ意見を言ってくれます。まずは、妻を納

得させられないようでは、社会的にインパクトのある研究には

なり得ませんからね（笑）。

─慶應義塾大学の良さについて教えてください。

　教職員や学生が慶應義塾という組織に強い愛着を持っている

こと。「慶應義塾から世界に向けてインパクトのある研究成果

を発信する」、「慶應義塾をより良い組織にするためにはどうす

ればよいか」といったことを、皆が、それぞれの立場で考えて

実践しているのが素晴らしいことだと思います。

　また、理工学部全体としては、とくに若手の活躍を支援する

空気があります。若手のための研究資金、海外派遣などの制度

についても、学部全体でサポートしていくという気運がある。

そうした雰囲気の中で研究と教育に携われるのは、本当に幸せ

なことだと感じています。組織としての一体感を強く感じるこ

とができるのも、慶應義塾の大きな強みでしょうね。

◎ちょっと一言◎

学生さんから：

● 何を聞いても、真摯に、ていねいに、そしてわかりやすく

答えてくださる、やさしい先生です。とにかく知識の幅が広く、

話題も豊富で、とても勉強になります。ここでは、皆がパソコ

ンを使ってプログラムを組んだりしていますが、行き詰まった

ときも、ちゃんと面倒をみてくださる。それでいて、研究のテー

マ選びは学生に主体性を持たせるなど、厳しい一面も。ちなみ

に、先生のプライベートは謎に包まれています（笑）。

� （取材・構成　田井中麻都佳）
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社会に関わるモデル作りはとても面白い。
自分ならではのモデルを発信していきたい。


